2015年オールジャパン・フィットネスビキニルール
カテゴリー
オールジャパン・フィットネスビキニ
　３５才以下級　①１５８ｃｍ以下級　②１６３ｃｍ以下級　③１６３ｃｍ超級　
　３５才超級　　①１５８ｃｍ以下級　②１６３ｃｍ以下級　③１６３ｃｍ超級
ＩＦＢＢビキニフィットネス
①１６３ｃｍ以下級　②１６３ｃｍ超級　
　
コスチューム（全てのラウンド・表彰式で共通）
　ビキニ
１．ビキニはツーピースで、センスが良ければ色や柄は自由である。 

２．　ＩＦＢＢビキニフィットネス規程に準ずるもので、腰周径囲の2/3以上が布で覆われていなければならない。規定に反するものまた、Ｇストリングス（Ｔバック）は禁止で、
　　ヒップはお尻の割れ目が見えない深さであること。前部分の高さは、へそから股までの４０％以上でなければならない。
３．　オールジャパンミスフィットネス・ミスボディフィットネスで着用しているビキニも可（臀部の1/2 が布で覆われているもの）。
４．大会当日のコスチュームチェックで、規程違反のものは使用できない。 
ハイヒール
    １．スタイルや色は自由だが、プラットフォーム・ハイヒールは厳禁。
　　２．ヒールの高さは130mm以下、靴底の厚さは10mm以下とする。
アクセサリー
　センスが良く、危険性が無ければアクセサリー類の装着は可。
ヘアースタイル
　清潔できちんとスタイリングされていること。
ラウンド
１．ピックアップ：１２名の選出（クォーターターン） 

２．ラウンド１(予選)：１２名の順位づけ（Ｌウォーキング、クォーターターン）
３．ラウンド２(決勝)：６名の順位づけ（Ｌウォーキング→ Ｔウォーキング、クォーターター
ン→ スリーステップフォワード）
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フィットネスビキニのプレゼンテーション
　
※フロントスタンスとバックスタンスをとった時に、必要以上に前傾姿勢をとってバストやヒップを強調することや、不自然にヒップを振ることは禁止とする。
ピックアップ：１２名の選出（１２名以上の場合のみ）
１．コールされた順に１名ずつ挨拶の１ポーズをとったあと舞台後方に整列。
２．全員もしくは組単位でクォーターターン → 並び替えて再度クォーターターン
３．左右に分かれてセンターをあける。引き続きクォーターターンで比較審査。
４．比較審査終了後、全員ナンバー順に整列したあとステージを下りる。
ラウンド１（予選）：予選進出者の順位づけ
１．　コールされた順に１名ずつ挨拶の１ポーズをとり、それからＬウォーキングで指定された位置まで進んでフロントスタンをとる。次にハーフターンをしてバックスタンスとなりそのあと舞台後方で整列。
　２．組単位でクォーターターン → 並び替えて再度クォーターターン
　３．左右に分かれてセンターをあける。引き続きクォーターターンで比較審査。
　４．比較審査終了後、全員ナンバー順に整列したあとステージを下りる。
ラウンド２（決勝）：決勝進出者の順位付け
１．　コールされた順に１名ずつ挨拶の１ポーズをとり、それからＬウォーキングで指定された位置まで進みフロントスタンスをとる。
　　　　次に右へ1/4クォーターターし、ステージサイドへ５歩進んで止まった位置で、フロントとバックそれぞれ１ポーズをとる。
　　　　次に右へ1/4クォーターターンをし、ステージの逆サイドへ１０歩進んで止まった位置でフロントとバックそれぞれ１ポーズをとり、次にセンターに戻る。
　　　　Ｔウォーキングが終了したら、ハーフターンをしてステージの後方へ移動し、舞台後方に整列。
２．　６名全員ステージ前方中央へ移動し、同時に右に1/4クォーターターンを２度し、バックスタンスになる。
　３．バックスタンスから引き続きスリーステップフォワードにすすむ
①スリーステップフォワード：６名全員で３歩前に進んでステージ後方へ行き、決められた位置でバックスタンスをとる。
②クォーターターンライト：次に右へ1/4クォーターターンをし、審査員側へ右サイドを向ける。上半身と顔は少し審査員側に向ける。
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③クォーターターンフロント：次に右へ1/4クォーターターンをしてフロントスタンスになる。
④スリーステップフォワード：次に６名同時に３歩前に進み、ステージ前方へ移動して止った位置でフロントスタンスをとる。
　４．スリーステップフォワード終了後、全選手ナンバー順に並んでステージを降りる。
  フロントスタンス・バックスタンス
・フロント・バックともにスタンスは広くとる。フロントでは、どちらかの手を腰に添えるが、
　バックでは、体側にそって両手をのばして自然に下げる。
　
クォーターターン
・フロントでは、どちらかの手を腰に添えて広いスタンスをとる。全身を正面に向ける。
・サイドでは、後方の手を腰に添え、上半身と顔はやや審査員側に向ける。脚は審査員側の膝を少しまげる。
・バックでは、スタンスを広くとり、両手を伸ばして体側にそっておろす。おろした手の指先は自然に開き、両手は体に触れないようにする。全身が真後ろを向くこと。
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